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１ 合法的な動物由来飼料の輸入に
よるアフリカ豚熱ウイルスの侵入
リスク評価（米国農務省）
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米国農務省によるアフリカ豚熱ウイルス
（ASFv)の侵入リスクに係る定性的評価概要

Pathway Legal Illegal

Live Pigs Negligible, with low uncertainty
Negligible to low, with moderate 
uncertainty

Semen Negligible, with low uncertainty Low, with moderate uncertainty

Swine products and by-products
Negligible to low, with moderate 
uncertainty

High, with low uncertainty

Wildlife: Meat and Trophies <Not reviewed>
Low to moderate, with high 
uncertainty

Feed
(animal origin)

Low to moderate, 
with high
uncertainty

Negligible to low, 
with high 
uncertainty

Feed (plant origin)
Negligible to moderate, with high 
uncertainty

Low, with high uncertainty

Feed (supplements)
Negligible to low, with high 
uncertainty

<No data to evaluate>

Fomites <Not reviewed>
Negligible to moderate, with high 
uncertainty

Regulated Garbage Low, with moderate uncertainty <Not applicable>
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米国農務省評価書該当部分の仮訳

評価の推定は以下に基づく

• 米国に輸入される食肉副産物の多くがASF発生国由来であるため、米国に侵入するリスク

が高くなる

• 輸入量が重量ではなく出荷ライン数として報告されるため不確実であり、他の経路と比較

して侵入のリスクを推定することが困難である

• 生の豚肉製品におけるASFvの生存率が高く、感染動物の血液においてASFv力価は高いこ

とから、食肉加工された動物副産物においても、処理が不十分の場合、豚肉製品と同様に

ASFvが生存することが示唆される

• 血液中（比較的高タンパク質な物質）のASFvは、環境中で長期間にわたり生存する

• レンダリング及びその他の製造工程によりASFvが不活性化される可能性があるが（リス

クの評価は下がる）、これらの工程による不活化が十分であるかどうかを評価するための

情報は不足している

• ASFvが不活性化される可能性のある処理工程（熱処理等）を経ない哺乳類由来副産物の

輸入に関するデータに関する不確実性

• （ペレット工程等の)処理基準が不明な混合飼料又は調整飼料を分析に含めることによっ

て生じる不確実性



２ 精密検査陽性時の対応
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陽性ロットの取扱い

⚫ 加熱不十分（加熱処理状況確認）の場合は不合格、遺伝子検査陽性の場

合は検討中

同一生産施設の別ロットについて検査の保留

⚫ 同一施設からの貨物については、輸入検査を保留した上で、すでに到着

済みの別ロットがあれば必要に応じて精密検査を実施

原因究明、再発防止策の提出

⚫ 輸出国政府に対して検査結果等の情報を提供し、原因の究明及び再発防

止策を求める

⚫ 輸出国政府からの原因分析、再発防止策を踏まえ現地調査の必要性を判

断する

⚫ 輸出国政府からの情報や現地調査結果を踏まえて、精密検査の率を上げ

るなどの条件を課して、輸入検査の一時保留を解除する

想定される主な措置
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３ 指定倉庫の貨物管理を確
認する仕組み

7



倉庫の指定

⚫ 畜産物の輸入検査は、家畜伝染病予防法第40条第３項により、「動物検疫所又は第38条

の規定（※1）により指定された港若しくは飛行場内の家畜防疫官が指定した場所（※2）

で行う」と規定されている。

（※1）第38条：農林水産省令で指定する港又は飛行場（指定検疫物が輸入できる港・飛行場が規定）

（※2）ただし、特別の事由があるときは、農林水産大臣の指定するその他の場所で検査を行うことができる

⚫ 指定要件や指定手続については、畜産物の輸出入検査場所指定要領（動物検疫所長通知）

において規定している。

〔指定の要件〕

要件 内容

立地 港、飛行場

構造 検査に必要な広さ、検査台設置等

管理等

検査証明書と貨物外装の照合

コンテナや封印の異常確認

禁止事項（検査前の開梱等）

不合格品の管理

取消 要件不備、検査対象物がない 等

〔指定の手続〕

事前相談

申請

書類審査

現地調査

指定

倉庫 動物検疫所
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指定倉庫の貨物管理を確認する仕組み

⚫ 畜産物の輸入検査場所指定要領を改正し、以下を盛り込む

①貨物の管理等が適切に行われていることを確認するための監査の導入

②関税法による保税蔵置場の要件に加え、課すことが適切な家畜衛生上の要件を追加

貨物管理等の要件 関税法
動物検疫
（改正前）

動物検疫
（改正後）

申請者の責務
畜産物の適切な管理、万が一の迅速な防疫措置の実
施、検査時の安全確保

● ●

管理責任体制 搬入から搬出まで各段階における責任体制の明確化 ● ●

貨物管理体制 証明書と貨物外装との照合 ● ● ●

通報体制 緊急時連絡体制の整備 ● ●

教育訓練 動物検疫所講習会の受講・社内伝達 ● ●

監査制度 ● ●

指導・改善・是正 指定の取消
検査の一時停止

（指導・改善・是正）

軽微 中程度 重大違反内容

処置内容

◆検査証明書と貨物外装との照合が適切に行われているか、その他貨物に関する管理が適切に行われて

いるかを現地及び記録等の書面で定期的に確認

◆違反を確認した場合は、違反の内容に応じて段階的な処置を実施


